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□石川塾のあれこれ㉒ 1/20（日） 石川塾の遠足レポート！ 

～田浦駅～田浦梅林・フィールドアスレチック～乳頭山～森戸川源流～逗子駅～ 

♥ソフトクリームとマーロウのプリン添え♥ 

◎小さな旅日記◎ 

石川塾での 2 回目の遠足。とても楽しみにしていた 2 人は、前夜、楽しそうに旅の支度をしていました。「山登りだから、荷物

は軽くね! 」の、声も女の子には届きません。どんなコースを歩くのだろう…と、胸を踊らせ、田浦駅から第 1 の目的地、田浦

梅林(フィールドアスレチック)へ、出発。先生に 30 分程、アスレチックで遊ぶ時間をいただいたにも関わらず、お友達と 4 人 

始まってしまいました…ティーパーティー…。これから、乳頭山の過酷な登山道が待っているなんて、その時は知りもせず、

重い荷物の大半を占めているおやつでエネルギーチャージです。森戸川源流下りは、山登り初心者の私たちには、一歩踏

み違えたら崖に落ちてしまうのでは無いかと思う程…。足場を自分で見つけることが出来なかった、次女は、嘆くばかり…。

それでも、先生の歩くペースは緩むこと無く、ようやく林道合流点でお昼ご飯。この日は、お天気に恵まれた事もあってか、疲

労感はあまり無く、そこまで歩いて来た達成感なのか、ご飯がとても美味しく感じました。下山をし、コンクリートの上を歩く娘

たちは、疲労困憊。そこから、もう一山…。乳頭山を越えた自信は、直ぐに娘2人の足取りに! 自分で足場を見つけ、手を借

りることも無く、足取りは軽く、意気揚々と! 娘たちが、とても、愛おしく誇らしく思えました。最後まで歩き切ったご褒美のソフト

クリームは、格段に美味しかった! 疲れているのに、心は満たされている…不思議な感覚…。本当にいい経験です。「次もま

た行きたい! 」の言葉が何よりも娘達を大きくしてくれた証だと思います! ●リタちゃん（小５）セリちゃん（小１）のお母さんか

らの VOICE■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□石川塾のあれこれ㉓2 月は森戸川源流を遡る！！（3 月は 3/31)  

～石川塾の遠足へのお誘い～ 2 月 17 日（日曜） 9：00JR 東逗子駅集合  

9：00 東逗子駅出発～森戸川の源流を下り上り～乳頭山…梅の里田浦梅林とフィールドアスレチックへ 

お弁当を持って…お菓子をもって…カメラを持って…水筒…軍手…シート…着替え…ジップロック… 

全部リュックに詰め込んだら…先生の後にしっかりついて歩いていこう…お父さん、お母さん、お友達も 

みんなみんな、さそって…寒さで堅くなった体と頭をスッキリ、リフレッシュ！！☏０４２－７１０－５７６８ 

 
□読書の時間⑩ 「モンテレッジォ小さな村の旅する本屋の物語」 内田洋子/方丈社 

              
 何世紀にも亘り籠いっぱいの本を担いで、イタリア中を旅した行商人たちがいた。 

              イタリア、トスカーナの山深い村、モンテレッジォ。「なぜ山の住人が食材や日
用品でなく本を売り歩くようになったのだろう。」「人知れぬ山奥に、本を愛し、
本を届けることに命を懸けた人たちがいた。」小さな村の本屋の足取りを追って
いくうちに、ヨーロッパの文化、盛衰、革命、戦争とともに生きてきた行商人の
姿がみえてくる。「小さな本屋の足取りを追うことは、人々の好奇心の行方を見
ることだった。」「わずかに生存している子孫たちを追いかけて消えゆく話を聞き
歩いた。」内田洋子さんの旅の物語。写真がふんだんに使用されていること、豊
かな言葉で文章が連なって書かれているので、写真が動画のように頭の中でなが
れる。イタリアに…モンテレッジォにきっと行きたくなる。 


